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人件費 扶助費 公債費 投資及び出資金補助費等 積立金

平成 　

　 　

性質別内訳

事業名

事業の性格分類

目的

活動内容

開始年度 終了予定年度

　厚生労働省の調査では、国民の約１／３が何らかのアレルギー疾患に罹患しているという報告があり、病
気の特性から日常生活上の管理が重要です。
　このため、市民に対してアレルギー疾患の正しい情報を提供する（講演会）とともに、個々の日常生活にお
ける自己管理ができるよう（個別相談）に実施するものです。

13

（対象、意図、求められる結果）

地域保健法第６条

　アレルギー疾患は、アトピー性皮膚炎、気管支喘息、食物アレルギー、花粉症等症状も幅広く、治療も小児科、呼吸器内科、皮膚科等専門領
域が多岐に渡っています。
　医療相談会では、一つの内容を掘り下げ、専門医による講演会を行うとともに、日常生活においては多種多様な症状が現れることから、個別
相談も実施しています。

○医療相談会　　専門医による講演会及び医師（小児科、皮膚科、呼吸器内科）、管理栄養士による個別相談会

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ提案事業新市建設計画事業

財
源
内
訳

貸付金 繰出金 投資的経費

483 299

事業番号１１
平成20年3月31日

作成者

課

【平成19年度】

課コード

事業運営方法

001260 作成日

施策・事務事業

実施根拠（法令、条例等）

00 0

分野

事業概要

16 00（旧科目コード） 35 00

00

戦略性

0 0

299

物件費 維持補修

政策名（上位目的）

保健予防課

目の名称

保健予防費

計画コード

06

款

06

部

28

身体の健康づくりの推進
事項

鈴木　定明所属名

10

項 目

00科目コード 5316

333

0

計

内
訳

市債

国庫支出金

0

受益者負担分(使用料等) 0

0

人工 0.25 0.25

H17年度決算 H18年度決算 H19年度最終予算H20年度当初予算H21年度計画額 H22年度計画額 前期4年間計

事業費（千円） 333 483 299

0

299

県支出金 0 0 0 0

0

その他 0 0 0 0

0

人件費 2,000 2,000 2,000 1,600

一般財源

0.25

単価 8,000 8,000 8,000 8,000

0.20

受益者負担率 0 0 0 0

アレルギー疾患支援事業（医療相談会）

1,899年間経費 2,333 2,483 2,299



A 高い

B

C

D 低い

A 高い

B

C

D 低い

A 非常に有効

B やや有効

C あまり有効でない

D 有効でない

A 単位当たり経費が前年比マイナス

B 単位当たり経費が前年とほぼ同じ

C 単位当たり経費が前年比プラス

D 評価できない

□拡大・充実

■現状のまま継続

□縮小

□廃止

〔備考〕事業に対する市民・市民活動団体・事業者・議会からの指摘

（分析・理由）

・アンケート結果においては継続開催の要望が高い。
・市民の健康を守るためにも正しい情報を伝える必要がある。

現状

規模

・個別相談については個人情報の保護に充分留意した対応が必要です。
・講演会については正しい情報をタイムリーに提供していく必要があります。

≪問題意識≫
　市内にはアレルギー患者等の相談、防災時における食物アレルギーに関する支援等幅広い活動を行っている団体があります。
　今後の事業展開については、これらの関係団体と共催し事業を実施することにより、アレルギー患者・家族等のより多くの参加者が見込ま
れ、安心・安全な生活を送ることができる人が増えることが期待できます。
　以上の観点から、事業の共催の可能性について検討したいと考えます。

≪想定結果≫
⑤市の実施が適当だが改善を要するもの

　　具体的な改善内容・事業の方向性等

今後の事業展開

#DIV/0!

H20年度

1,899

#DIV/0!

#DIV/0!

H19年度

52

80
講演会参加者数、個別相談者数

単位

目標 ％

実績 ％

H19年度単位 H18年度

#DIV/0!

80

#DIV/0!

H21年度

#DIV/0!

指標２

80

定量評価

H18年度

80

84

人

人

80

H22年度

149.6%％

2,483 2,299

千円/単位 30

千円

44

単位当たり経費変動率

年間経費（事業費・人件費の合計）

単位当たり経費

指標１

目標

実績

単位当たり経費変動率 ％

・講演会参加人数の減少
　原因として
　　・講演会における演題の選定
　　・周知方法

有効性

効率性

Ａ

Ｃ

Ａ

・正しい情報発信及び個々の状況に応じた相談の場を提供することは必要
である。

（分析・理由）

（分析・理由）

・参加者の満足度が高い。（アンケート結果等より）
・個別相談の希望者が多い。

必要性

行政関与の妥当性

（分析・理由）

・情報が氾濫している現在、患者の生活向上につながる正しい情報を発信
していく必要性は高い。

（分析・理由）

Ｂ

事
前
評
価

事
後
評
価

年間経費（事業費・人件費の合計） 千円

単位当たり経費 千円/単位

H20年度 H21年度 H22年度

定性評価

　　過年度の実施内容

○医療相談会  　　　開催日時　　平成２０年２月２日（土）　午後１時３０分～
                            会　　　場　　福祉交流ｾﾝﾀｰ（中区）
　　　　　　　　　　　　　講 演 会　　 演題「アトピー性皮膚炎と上手につきあうために」　皮膚科医師　　　　　　参加者　36人
　　　　　　　　　　　　　個別相談　　小児科医師、呼吸器内科医師、皮膚科医師、管理栄養士による相談　  相談者  16人
　　　　　　　　　　　　　※託児室　併設


